

































—キリスト教の 共食 儀 礼としての 聖 餐 —



































































餐のことば』［日本基督教団出版局 1974］/上ケ原 3F 図
書 232.9：105; I. H. Marshall, Last Supper and Lord's 
Supper [Eerdmans 1981] / 神学部図書室 232.9：119）。
また、ユダヤ教の過越の食事／セデルに関しては、本学
図書館特別文庫の赤井文庫に貴重なコレクションがあるこ
とを紹介しておきたい（例えば、E. D. Goldschmidt, Die 



























のものである。Justin, Apologie pour les chrétiens , ed. C. 











W. Rordorf, Der Sonntag ： Geschichte des Ruhe- und 
Gottesdiensttages im ältesten Christentum [Zwingli 








































参照。S. Benko, Pagan Rome and the Early Christians 


























たい（M. Rubin, Corpus Christi ： the Eucharist in Late 
Medieval Culture [Cambridge University Press 1991] /
上 ケ 原 3F 図 書 265：141; H. Feld, Das Verständnis 
des Abendmahls [Wissenschaftliche Buchgesellschaft 






























































る。St. Thomas Aquinas, Summa theologiæ, vol.58, ed. 














（A. M. Landgraf, Die Lehre von den Sakramenten, Bd. 











訳 ,  ［平凡社 1992］/上ケ原 2F 図書 320.1：1518）には、
これについて興味深い指摘が見られるので紹介しよう。



















































司著『キリストの身体 ： 血と肉と愛の傷』［中央公論新社 
2009］ /上ケ原 3F 新書文庫 080：CS：O38）。
　16 世紀以降の宗教改革の時代には、ルター、ツヴィン
グリ、カルヴァンらによって、ローマ教会に対してより先鋭
な異議申し立てがなされるが、この際にも聖餐、特に実体
変化説に関する反論と教会組織についての批判が同時に
行われた。つまり、改革者たちによる批判の対象として「二
つの体」が有機的に連動していたのである。近代ヨーロッ
パ社会の成立にとって重大な契機となったこの運動におい
て、やはり聖餐の問題が深く関わっていたことは注目に値
する。
　このことは、聖餐の神学的・信仰的重要性という面から
だけではなく、その共食儀礼としての意味と効力という面
からも理解できるのではないか。この時代に聖餐は実際
の食事ではなくなっていたものの、やはりそれはキリストの
体であるパンを「食べる」という、人間にとってきわめて具
体的な「体」の出来事であった。聖なる食物である「体」
を共に食べるところに、共同体という「体」が成立すると
いうのも、理屈ではなく、強烈な身体的・感覚的リアリティ
をもつ体験であったと考えられる。それゆえ、聖なる食物
にどのような意味を付与し、どのような方法でそれを食べ
るかは、それを共食する共同体がいかなる集団として成立
するかという問題と密接に関わっていたのである。
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